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こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

鋭
く
迫
る
！ 

一
般
質
問

追
　
跡

委
員
会
の
う
ご
き
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案
を
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議
し
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鋭
く
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一
般
質
問

追
　
跡

委
員
会
の
う
ご
き

委　員　長　新　井　賢　次
副委員長　羽　鳥　光　博

委　員　備前島久仁子　
　　　　 三　友　美　惠　子
　　　　　宇　津　木　治　宣
　　　　　笠　原　則　孝

所管事務調査日：令和４年５月16日

玉村町の公共交通機関について調査

利用者数増に向けて
　　抜本的な見直しを
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委　員　長　浅　見　武　志
副委員長　小　林　一　幸

委　　員　堀　越　真　由　子
　　　　　松　本　幸　喜
　　　　　月　田　　　均
　　　　　髙　橋　茂　樹

所管事務調査日：令和４年５月17日

役場庁舎の維持管理について調査

計画的かつ適切な維持管理
による長寿命化の推進
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今
ま
で
は
、
老
朽
化
に
よ
る
劣
化
・
破

損
等
の
不
具
合
が
生
じ
た
後
に
修
繕

を
行
う
「
事
後
保
全
型
」
で
あ
っ
た
が
、

不
具
合
を
未
然
防
止
す
る
「
予
防
保
全

型
」
の
管
理
へ
と
転
換
を
図
る
と
い
う
こ
と

で
、
適
切
な
維
持
管
理
を
期
待
す
る
。
維
持

管
理
費
用
の
平
準
化
、
中
長
期
的
な
ト
ー
タ

ル
コ
ス
ト
を
下
げ
る
こ
と
で
、
更
新
年
数
を

延
ば
す
こ
と
を
目
指
し
、
今
後
は
、
老
朽
化

し
た
庁
舎
の
給
排
水
設
備
を
は
じ
め
、
内
壁

や
天
井
ク
ロ
ス
、階
段
、廊
下
の
張
り
替
え
等
、

順
次
、
計
画
立
て
を
行
い
、
適
切
な
維
持
管

理
に
あ
た
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

● 

調
査
の
概
要

　
今
回
、
役
場
庁
舎
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

調
査
し
た
。
ま
た
、令
和
３
年
度
に
実
施
し
た

「
玉
村
町
地
域
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
自
立
分
散
型
エ

ネ
ル
ギ
ー
設
備
等
導
入
事
業
」
の
整
備
状
況

に
つ
い
て
も
現
地
調
査
を
行
っ
た
。
維
持
管
理

の
指
針
と
な
る
個
別
施
設
計
画
の
策
定
に
当

た
っ
て
は
、
職
員
に
よ
る
施
設
の
点
検
・
評
価

が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
総
合
的
に
は
健

全
度
が
74
と
そ
れ
ほ
ど
悪
く
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
が
、
委
員
か
ら
劣
化
度
等
の
判

定
に
当
た
っ
て
は
専
門
家
の
助
言
を
取
り
入

れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。
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● 

維
持
管
理
の
状
況

　
役
場
庁
舎
の
維
持
管
理
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
機
械
設
備
が
老
朽
化
し
て
い
た
こ
と
か

ら
「
玉
村
町
地
域
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
自
立
分
散
型

エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
等
導
入
事
業
」
に
よ
り
役

場
庁
舎
及
び
保
健
セ
ン
タ
ー
の
空
調
設
備
等

の
改
修
工
事
を
実
施
し
た
。
こ
の
事
業
で
は
、

太
陽
光
パ
ネ
ル
を
屋
上
及
び
カ
ー
ポ
ー
ト
に

設
置
し
、
蓄
電
池
で
電
気
を
蓄
え
、
災
害
時

に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

空
調
設
備
の
更
新
、
照
明
設
備
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

に
よ
り
、
常
時
の
空
調
利
用
に
快
適
さ
が
生

ま
れ
、
事
務
フ
ロ
ア
、
議
場
も
明
る
く
な
っ
た
。

電気を蓄え、非常災害時に利用

庁舎の屋上に設置した太陽光パネル

カーポートの上に設置した太陽光パネル玉
村
町
で
は
公
共
交
通
と
し
て
、
た
ま
り
ん
、
路

線
バ
ス
、タ
ク
シ
ー
が
運
行
さ
れ
て
い
る
が
、各
々

が
大
き
な
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
地
域
の
実
情
に

合
わ
せ
て
利
便
性
を
高
め
、
利
用
者
増
を
図
る
こ

と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
特
に
、「
た
ま
り
ん
」
利
用

者
の
減
少
状
況
は
深
刻
で
あ
る
。
公
共
交
通
と
し
て
財

政
負
担
は
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
デ
マ
ン
ド
型
交
通

な
ど
を
含
め
、根
本
的
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

文
化
セ
ン
タ
ー
西
側
交
通
広
場
へ
の
路
線
バ
ス
乗
り
入

れ
、
タ
ク
シ
ー
利
用
補
助
券
の
使
い
勝
手
の
改
善
な
ど

も
必
要
で
あ
る
。
多
く
の
町
民
の
声
を
聴
き
、
玉
村
町

に
最
も
相
応
し
い
公
共
交
通
機
関
を
作
り
上
げ
る
こ
と

が
望
ま
れ
る
。
今
後
設
置
予
定
の
庁
内
検
討
会
議
に
お

い
て
、
関
係
各
課
と
連
携
し
、
課
題
解
決
に
向
け
て
格

段
の
注
力
を
望
む
。

● 

玉
村
町
の
公
共
交
通
機
関
運
行
の
現
況　
（
事
業
費　
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

⑴
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
「
た
ま
り
ん
」
…
平
成
13
年
か
ら
運
行
事
業
者
に
補
助
金
を
交
付
し
、

運
行
を
開
始
し
て
い
る
。
現
在
は
、
町
内
便
４
コ
ー
ス
（
北
、
南
、
西
、
東
）、
町
外
便
２

コ
ー
ス
（
伊
勢
崎
直
行
、
高
崎
直
行
）
が
運
行
さ
れ
て
い
る
。
利
用
者
数
は
平
成
18
年
の

２
万
７
７
９
１
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
令
和
３
年
度
は
６
６
７
０
人
、

事
業
費
（
補
助
金
）
は
３
３
９
８
万
円
（
車
両
更
新
費
５
２
７
万
円
含
む
）
で
あ
る
。
単

純
に
計
算
す
る
と
、
１
人
１
回
の
乗
車
に
約
５
０
０
０
円
の
補
助
額
で
あ
る
。

⑵
路
線
バ
ス
…
委
託
路
線
（
永
井
バ
ス
）
と
し
て
、
玉
村
―
前
橋
、
玉
村
―
新
町
が
あ
る
。

令
和
３
年
度
の
利
用
者
数
は
10
万
８
８
６
７
人
、事
業
費
（
負
担
額
）
は
８
１
６
万
円
（
前

橋
市
と
距
離
按
分
、
車
両
更
新
費
２
９
２
万
円
を
含
む
）
で
あ
る
。
他
に
自
主
路
線
（
群

馬
中
央
バ
ス
）
と
し
て
、
玉
村
―
高
崎
、
玉
村
―
伊
勢
崎
が
あ
り
、
令
和
３
年
度
の
利
用

者
数
は
４
万
３
７
５
人
で
あ
る
。

⑶
タ
ク
シ
ー
…
高
齢
者
の
足
の
確
保
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
交
通
事
故
防
止
を
目
的

に
、
町
内
３
社
で
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
利
用
補
助
券
の
交
付
を
行
っ
て
い
る
。
令
和
３

年
度
の
交
付
者
数
は
１
０
５
１
人
、
事
業
費
（
補
助
金
）
は
７
５
０
万
円
で
あ
る
。
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路線バスの利用者減も喫緊の課題（県立女子大前）

運用の見直しが望まれる「たまりん」

地域住民の足をどう守るか（文化センター西側の交通広場）


